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萩
市
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書
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書
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萩
市
立
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書
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文
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庫
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圧コ
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（
益
田
家
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熊
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－

－

－

四

蔵　書　印（実物大）

至
誠
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五

書
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松
下
村
塾
（
杉
家
）

玉
木
蔵
書
（
玉
木
家
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車

七
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ｑ
ｓ
ｒ
　

回
一

ｉ
Ｓ
　
３
　
８
２

　
　
　

巨
は
一

両
輯

ＯＥ乖杉

－　　　　・

圖初
書下

松
下
杉
固
書
章
（
杉
家
）

／Ｘ

－

Ｗ・ｉ

亡’
帽

言 （
熊
谷
家
）

一一－

亦
゛゛１
－
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赤
川
亭
蔵

（
馬
島
家
）

（
久
保
家
）

十
二
、

蔵　書　印（実物大）

久
脈
久
清

文
櫃
盗
早

（
赤
川
家
）

神
亀
文
庫
（
玉
木
家
）

九

十

馬
島
氏
蔵
書
印

十

一

久
保
久
清
文
櫃
之
章

士

（
明
倫
館
）

ハ
、
明
倫
館
印

ぐ
　
φ
』

い
幡
ぴ

ｔ
ｊ
Ｅ
Ⅲ
ｌ
ｊ
ｌ

　
　

ｑ
ｅ
ｌ

ｑ
Ｋ
Ｅ
ｊ

小
幡
氏

十
三

服
４
　

（
小
幡
家
）

十
五
、
繁
渾
蔵
書
（
繁
渾
家
）

十
四
、
長
藩
藤
姓
小
幡
家
蔵

（
小
幡
家
）



　
こ
の
た
び
、
当
館
の
蔵
書
目
録
第
四
集
と
し
て
、
諸
家
旧
蔵
書
籍
目
録
を
刊
行
す
る
は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
開
館
し
た
阿
武
郡
立
萩
図
書
館
を
前
身
と
し
、
さ
ら
に
、
山
口
県
立
萩
図
書
館
を

経
て
現
在
に
至
る
ま
で
、
歴
史
的
風
土
を
背
景
に
数
多
く
の
貴
重
な
書
籍
が
諸
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
本
目
録
は
、
地
元
郷
土
史
家
と
し
て
も
著
名
な
田
中
助
一
先
生
が
本
務
の
合
間
に
、
調
査
、
分
類
し
、
ガ
リ
版
刷

り
で
数
部
作
っ
て
お
ら
れ
た
の
を
、
整
理
、
改
訂
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
に
目
録
刊
行
に
さ
い
し
、
格
別
の
ご
高
配
と
ご
指
導
賜
わ
り
ま
し
た
田
中
助
一
先
生
に
対
し
深
謝
し
敬
意
を

表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
本
目
録
が
、
当
館
所
蔵
書
籍
を
利
用
す
る
際
の
有
効
な
参
考
誌
と
な
る
こ
と
を
心
よ
り
期
待
す
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。

序

萩
市
立
図
書
館

平
成
七
年
三
月



凡

例

一
、
本
目
録
は
、
当
館
が
諸
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
書
籍
目
録
で
あ
る
。
数
多
く
の
な
か
か
ら
十
一
家
を
選
び
作
成
し
た
。

一
、
目
録
の
配
列
は
寄
贈
家
別
に
し
た
。

一
、
目
録
の
記
載
は
上
段
か
ら
、
通
し
番
号
、
書
名
、
著
者
名
、
刊
年
、
請
求
番
号
、
冊
数
の
順
と
し
た
。

一
、
蔵
書
印
は
各
家
の
数
種
類
の
な
か
か
ら
、
一
点
な
い
し
数
点
を
選
ん
だ
。

一
、
郷
土
史
料
に
は
通
し
番
号
の
上
に
＊
印
を
冠
し
た
。

一
、
後
記
に
諸
家
の
目
録
に
つ
い
て
の
解
説
を
附
し
た
。

一
、
本
書
の
編
集
校
訂
の
実
務
は
、
萩
市
立
図
書
館
長
近
藤
隆
彦
・
司
書
村
上
杏
７
　
が
担
当
し
た
。



益
田
家
寄
贈
書
籍
　
二
五
〇
部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

熊
谷
家
寄
贈
書
籍
　
゛
　
三
三
部
゛
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
２

杉
　
家
寄
贈
書
籍
　
゛
　
三
五
部
゛
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
５

玉
木
家
寄
贈
書
籍
　
＾
　
一
一
部
゛
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
８

一

一　一

一

一一 諸
家
旧
蔵
書
籍
目
録

目

凡　序

例

八　七　六　五　四

２６

（
　
三
八
部
）
…
…
…
…

八 八

二
三
部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
９

六
二
部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
１

久
保
家
寄
贈
書
籍

馬
島
家
寄
贈
書
籍

赤
川
家
寄
贈
書
籍

小
幡
家
寄
贈
書
籍

へ

一
七
部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
９



八

　
九

一
〇

一
　
一

八

繁
渾
家
寄
贈
書
籍

妻
木
家
寄
贈
書
籍

明
倫
館
旧
蔵
書
籍

八

調
査
を
終
え
て

４１ ３５

〔
解
　
説
〕



五
．
’

一
〇
一

二
五

正
徳
五
　
　
二
甲
四
一

寛
政
六
　
　
二
甲
五
’

　
　
　
　
　
　
二
甲
五
’

１

－
○　九　八　七　六　五　四　三　二

一
　
益
田
家
寄
贈
書
籍

諸
家
旧
蔵
書
籍
目
録

（
刊
年
）
‘
　
（
請
求
番
号
）
　
（
冊
数
）

　
　
（
書
名
）

一
、
武
士
訓

二
、
劉
向
説
苑
纂
註

（
著
者
）

井
沢
長
秀

関
嘉

－

○　四　六　一　六

伊
藤
古
学

文
化
六

慶
安
元

寛
保
三

　
九
、
周
易
経
伝

一
〇
、
呂
氏
春
秋

秦
鼎

三
、
四
書
大
全

四
、
晏
氏
春
秋

五
、
語
孟
字
義
（
写
本
）

六
、
古
文
尚
書
標
註

七
、
古
文
孝
経
考
（
写
本
）

八
、
国
語
定
本

五　六

二
甲
五

二
甲
五

二
甲
五

二
甲
五

二
甲
五

二
甲
五

二
甲
五

－

元
文
元

宝
永
二
’

天
明
一
言



一　一　一　一　一　　　　　　　　　　　　一　一　一　一　一　一　一　一　一一　一　一　一　一
四　三　二　一　〇　九　八　七　六　五　四　三　二　ー

　ゝ　　ゝ　　ゝ　　ゝ　　ゝ　　ゝ　　ゝ　　ゝ　　ゝ　　ゝ　　・●　　ゝ　　・●　　ゝ

尚　礼　爾　左　毛　穀　周　公　周　儀　論　孝　大　大

書　記　雅　氏　詩　梁　易　羊　礼　礼　語　経　学　学

註　註　註　伝　註　伝　註　伝　註　註　註　註　街　街

疏　疏　疏　註　疏　註　疏　註　疏　疏　疏　疏　義　義

　　　　　　　　疏　　　疏　　　疏　　　　　　　　　　補

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　政

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　四

一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一

一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　－　一　一甲　甲　甲　甲　甲　甲　甲　甲　甲　甲　甲　甲　甲　甲

五　五　五　五　五　五　五　五　五　五　五　五　五　五

一　一　一　一　一

　　　　　　　　　　　　　一　一　一　一　一　一　一　一　一一　一　一　一　一
四　三　二　ー　○　九　八　七　六　三　四　三　二　ー

　　　　　　　　　　　一　　　　←　　　　－　＝　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　」＿　＝
六　六　二　　○　　六　四　四　　六　〇　八　三　一　白　弓

－２－



一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一一　一　一　一　－　一　一　一　一
一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一八　七　六　五　四　三　二　ー　○　九　八　七　六　五

　ゝ　　ゝ　　ゝ　　ゝ　　・●　　ゝ　　ゝ　　ゝ　　ゝ　　ゝ　　ゝ　　ゝ　　ゝ　　ゝ

古　古　春　易　礼　易　周　古　古　孝　大　捕　教　孝

易　易　秋　経　記　経　易　文　文　経　学　註　闇　経

一　精　大　本　大　集　本　孝　孝　　　章　尚　頭　大

家　義　全　義　全　註　義　経　経　　　句　書　評　義

言　大　　　　　　　　　　　付　参　諺　　　新　　　註

　　成　　　　　　　　　　　録　疏　解　　　疏　　　　｀
　　　　　　　　　　　　　　翌　　　　壽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　義

新　　　　　　　　　　　　　　　　野　林　　　　室　塚
井　　　　　　　　　　　　　　　　中　　　　　　　　　田
白　　　　　　　　　　　　　　　　兼　羅　　　　鳩　多
蛾　　　　　　　　　　　　　　　　山　山　　　　巣　門

宝　寛　　　　寛　　　　享　文　寛　　　　寛　天　寛　寛
暦　政　　　　政　　　　保　化　政　　　　政　明　政　文
　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一
六　〇　　　　八　　　　九　一　元　　　　六　六　三　七

一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　－　一
一　一　一　一　一　一　－　一　一　一　一　一　一　一甲　甲　甲　甲　甲　甲　甲　甲　甲　甲　甲　甲　甲　甲

五　五　五　五　五　五　五　五　五　五　五　五　五　五

三　三　三　三　三　三　三　三　三　二　二　二　二　二
九　八　六　五　四　三　二　ー　○　九　八　七　六　五

　　　　　　－　　　　　　一　　　　一　一

‾　三　〇　五　八　二　四　三　三　一　二　七　－　－

－３



五　五　五　四　四　四　四　四　四　四　四　四　四　三

二　ー　○　九　八　七　六　五　四　三　二　一　〇　九

　ゝ　　ゝ　　ゝ　　ゝ　　ゝ　　ゝ　　ゝ　　ゝ　　ゝ　　ゝ　　ゝ　　ゝ　　ゝ　　ゝ

素　三　三　三　欽　欽　欽　欽　春　礼　易　詩　書　朱
書　礼　礼　礼　定　定　定　定　秋　記　経　経　経　子

守　義　義　義　四　四　四　四　傍　傍　傍　傍　傍　語

杢　疏　疏　疏　経　経　経　経　訓　訓　訓　訓　訓　類

　　礼　儀　周　春　詩　書　周

　　記　礼　官　秋　経　経　易

　　義　義　義

　　疏　疏　疏

一　一　一　－　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一
一　－　一　一　－　－　一　一　一　一　一　一　－　－甲　甲　甲　甲　甲　甲　甲　甲　甲　甲　甲　甲　甲　甲

五　五　五　五　五　五　五　五　五　五　五　五　五　五

一

一　五　五　五　四　四　四　四　四　四　四　四　四　四九　二　ー　○　九　八　七　六　五　四　三　二　ー　○

　　　六　五　ご　ご　一
－　　　九　〇　互　Ξ　西　ヌミ　ｙｉｉ　－　三　一　二　ー　　男

－４－



六　六　六　六　六　六　六　五　五　五　五　五　五　五
タミ九回べべ二回力，ノｘｔミブミ九回ペ

周　歴　南　朱　文　岳　組　古　世　孟　書　広　街　素
南　代　郭　子　選　忠　練　今　説　子　伝　治　義　書
先　名　先　文　傍　武　集　事　新　註　輯　平　考　和
生　家　生　集　訓　王　　　文　語　疏　録　略　証　解
文　文　文　　大　集　　類　　　　纂　　号　号集集男　　全　　　聚　　　註　　吉舎

　　　ぞ

　　　戻

鷲　゛紫　　　　　雀

南　正　郭　　　　　　　　　裸

麦恵　妄喬循変　奎　　　　　瓦

　　　－

ご　年　ご　コ　ご　ご　ご　コ　‾　‾　‘　゛　‾　“平　三　軍　単　車　平　単　単　車　単　単　華　車　車
三（ィ）二　二　二　二　二　ー　五　五　五　五　五　五

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　一　一　一　一
　　　　　四　三　三　三　　　　五　　　　四　四　二　二　二
七　四　六　九　八　七　三　六　　　　二　〇　二　ー　○

六
⌒　　　　　　　　　－　　　　一　九　－　　　　　　一
回　三　五　巴　ｏ　一　弓　九　〇　四　五　二　八　五

－５



八　七　七　七　七　七　七　七　七　七　七　六　六　六

只八ノミ士ミ八八［！ベニミニ只九ノｙｔミ

慶　太　北　阿　杜　藍　韻　回　古　詩　陳　方　楚　隔
安　閤　條　淡　律　泉　府　天　文　聯　龍　正　辞　絲

太　記　五　夢　集　集　群　詩　前　大　川　学　　　論

平　　　代　物　解　　　玉　史　集　成　集　文

記　　　記　語　　　　　　　　　　　　　以　要　悴
ｙ　　ｌＳＩ　　　　　話

　　　　　条　　　　　　　　韻

　　／へ　　　　　　　　　　　　　　　　　役　　　　藤　　　　　　　　　　　　　　塩　　ｉ　　　
。　・　　　　　量

　　貫嘉　　蕩瓦　　　　　霧頁姦　　姦

　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　－　一　一

口　ご　コ　ニ　コ　ゴ　ニ　コ　こ　ご　函　ｉ　ｉ　濤単　車　単　車　畢　軍　単　　早　単　軍　　¶？　？？　７？　冑

七　七　七　七　四　四　四　四　四　四　図　菌　菌　函

　　　　　　　　　一　一　一　　　　　　　　－・－　」－　ュ，　一一
五　四　三　二　四　二　　五　八　　七　－　盆　ａ　竺　竺

　　　－
　　　　　－　　　－四　二　〇　二　六　三　八　二　三　二　六　四　五　－

６



九　九　九　九　九　八　八　八　八　八　八　八　八　八
［！べ三二只力；ノＸ｛ミプミ八回ベニミニ

甲　平　源　鎌　平　曽　奥　川　義　信　三　石　護　金
陽　治　平　倉　家　我　羽　角　経　玄　国　田　国　華
軍　物　盛　北　物　物　軍　太　記　全　志　軍　女　傾
艦　語　衰　條　語　語　記　閤　　　集　　　記　太　嵐
　　　　記　九　　　筈　　　記　　　吊　　　　　　平　抄
　　　　　　慧　　　　ｙ　　　　資　　　雲　　　　　い

　　　　　　　　　　　　　゛　　　　全　　　　　　－　乱
　　　　　　　　　　　　　　　　　葱　　　　　回

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奘

　　　　　　黎　器　　　　晏　豪　聚　　　　晏　霖　嗇

　　　　　　三　二　　　　二　四　〇　　　　〇　一　ニ

一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　－　一
一　一　一　－　一　一　－　－　－　－　－　－　－　一
一　一　一　一　－　一　一　一　－　一　一　一　一　一甲　甲　甲　甲　甲　甲　甲　甲　甲　甲　甲　甲　甲　甲

七　七　七　七　七　七　七　七　七　七　七　七　七　七

一　一

　　　　　一　一　一　一　一　一　一　一
回　回　九　八　七　六　五　四　三　二　九　八　七　六

二　　　　二　ー　－　一　　　　　　　　　四　四　－　一　三
三　三　四　二　二　二　四　五　八　二　〇　三　〇　〇

７



一　一　一　一　一　一　一　一　一
〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇　九　九　九　九　九
八士ミ布九回八二ミニ只九ノミ大ミ布九

字　和　越　見　九　厭　本　明　承　後　前　前　西　応
彙　蘭　後　聞　州　蝕　朝　徳　久　太　前　太　国　仁
数　字　騒　軍　記　太　藤　記　記　平　太　平　太　記
求　彙　動　抄　　　平　陰　　　　　　記　平　記　平
聾　　　根　　　　　　楽　比　　　　　　　　記　　　記
　　　兵　　　　　弓　事

　　　記　　　　　　写　　　ｙ　　ｔ
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（
冊
数
）

一
一
　
明
倫
館
旧
蔵
書
籍
（
和
漢
書
の
部
）

　　　　　　　　　　　　一　　　一

七　二　一　一　九　〇　六　五

（
書
名
）

組
練
集
集
話
（
写
本
）

四
六　八　四　四

一
〇
、
資
治
通
鑑
綱
目
（
巻
二
下
、
三
上
、
三
下
）

一

一

一

天
保
七

康
煕
字
典

一

一

　ゝ

四
七
の
一

　
二
の
Ｉ

寛
文
二

万
暦
八

－３３－

　
　
ニ
ニ

二
三
の
二

ｌ。

迩
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こ
Ｉ
、
尺
本
堂
綱
鑑
易
知
録
（
巻
九
）

一
三
、
烈
祖
成
績
（
三
、
一
五
）

一
四
、
気
海
観
瀾
広
義

一
五
、
王
事
忠
告

ヱ
ハ
、
資
治
通
鑑
　
一
丁
一
四
八

一
七
、
謡
曲
書
誌
巻
之
二

川
本
幸
民

－３４－

安
政
三
一

嘉
永
五
一



　
益
田
精
祥
は
長
州
藩
の
永
代
家
老
長
門
国
阿
武
郡
須
佐
邑
主
で
あ
っ
た
益
田
右
衛
門
介
親
施
の
長
男
で
、
幼
名
を
精
治
郎
と
い
っ
た
。
父
の
死
後
慶
応
元
年
三
月
十
四
日
に
家

督
を
相
続
し
た
が
、
数
え
年
四
歳
で
あ
っ
た
の
で
、
藩
命
に
よ
り
親
施
の
末
の
妹
忠
子
の
夫
桂
宇
右
衛
門
親
澄
（
一
門
家
老
吉
敷
邑
主
毛
利
蔵
主
房
謙
の
九
男
）
が
益
田
親
祥
と

改
め
て
家
政
を
見
た
。
精
治
郎
は
成
長
し
て
精
祥
と
改
め
、
華
族
に
列
せ
ら
れ
て
男
爵
と
な
り
、
大
正
六
年
八
月
二
十
五
日
に
五
十
六
歳
で
逝
去
し
た
。

　
目
録
の
書
籍
は
明
治
三
十
四
年
一
月
三
十
日
に
阿
武
郡
立
萩
図
書
館
が
創
立
せ
ら
れ
た
際
、
開
館
当
日
と
同
年
七
月
八
日
の
二
度
に
渡
り
納
入
せ
ら
れ
て
い
る
。
百
五
十
一
部

の
中
蔵
書
印
の
捺
し
て
な
い
本
が
二
十
一
部
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
本
に
は
「
兎
紋
」
・
「
須
佐
文
庫
」
・
「
須
佐
笠
松
文
庫
」
・
「
育
英
館
蔵
書
」
・
「
育
英
武
場
之
印
」
・

「
長
門
国
阿
武
郡
須
佐
村
笠
松
益
田
氏
蔵
書
」
（
以
上
朱
字
印
）
、
「
育
英
館
蔵
書
」
・
「
益
親
施
印
」
（
以
上
白
字
印
）
等
が
一
個
又
は
二
個
、
三
個
捺
し
て
あ
る
。
こ
の
外
「
楊

井
家
蔵
」
と
「
周
防
国
明
倫
館
図
書
館
印
」
（
以
上
朱
字
印
）
や
「
小
倉
氏
」
（
朱
字
印
）
等
の
蔵
書
印
が
捺
し
て
あ
る
本
が
各
一
部
あ
る
。
前
者
は
「
群
書
拾
唾
」
（
一
四
三
）
、

後
者
は
「
周
南
先
生
文
集
」
（
六
六
）
で
あ
る
。
な
お
「
益
親
施
印
」
の
捺
し
て
あ
る
本
も
「
陳
龍
川
集
要
」
（
七
〇
）
一
部
だ
け
で
あ
る
。

　
特
に
私
の
興
味
を
ひ
く
本
は
Ｉ
〇
七
「
和
蘭
字
彙
」
（
全
十
三
冊
）
で
、
最
新
刊
の
蘭
和
辞
書
を
益
田
親
施
が
購
入
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

一
　
益
田
家
寄
贈
書
籍
（
益
田
精
祥
氏
）

〔
解
　
説
〕

　
熊
谷
萬
吉
は
長
州
藩
御
用
商
人
熊
谷
五
右
衛
門
義
敏
の
一
子
と
し
て
萩
今
魚
店
に
生
れ
た
。
万
延
元
年
七
月
十
四
日
父
義
敏
が
急
逝
し
た
時
未
だ
幼
か
っ
た
の
で
、
藩
命
に
よ
っ

て
小
林
三
四
郎
が
中
継
養
子
と
な
っ
た
。
成
長
し
て
家
を
つ
ぎ
萩
町
会
議
員
・
山
口
県
会
議
員
と
な
っ
て
地
方
自
治
や
社
会
公
共
の
た
め
に
つ
く
し
た
ほ
か
、
茶
道
（
表
干
家
琢
々

粛
の
直
門
）
や
歌
道
（
楢
崎
芦
翁
の
門
人
）
に
堪
能
で
あ
り
、
熊
毛
郡
曽
根
村
で
塩
田
を
経
営
、
大
正
十
二
年
九
月
二
十
日
に
六
十
八
歳
で
逝
去
し
た
。

　
目
録
の
書
籍
の
う
ち
、
一
―
一
二
は
明
治
三
十
四
年
一
月
三
十
日
萩
図
書
館
の
開
館
当
日
寄
贈
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
大
部
分
蔵
書
印
は
捺
し
て
な
い
が
、
「
至
誠
堂
ヒ
・

「
○
誠
親
」
・
「
熊
義
敏
印
」
（
以
上
朱
字
印
）
等
が
捺
し
て
あ
る
も
の
が
あ
る
。
現
在
山
口
県
立
萩
高
等
学
校
に
保
管
せ
ら
れ
て
い
る
蘭
書
シ
ョ
メ
ー
ル
家
事
百
科
辞
書
等
も
そ

二
熊
谷
家
寄
贈
書
籍
（
熊
谷
萬
吉
氏
）

３５



　
杉
民
治
は
荻
藩
士
杉
百
合
之
助
常
道
の
長
男
で
、
名
は
修
道
、
通
称
は
は
じ
め
梅
太
郎
と
い
っ
た
か
、
民
政
に
つ
く
し
た
功
に
よ
り
藩
主
毛
利
敬
親
よ
り
民
治
の
名
を
賜
っ
た
。

吉
田
松
陰
は
そ
の
弟
で
あ
る
。
廃
藩
後
松
下
村
塾
を
存
績
し
、
明
治
四
十
三
年
十
二
月
一
日
八
十
三
歳
で
逝
去
し
た
。

　
目
録
の
書
籍
は
主
と
し
て
明
治
三
十
五
年
三
月
十
八
日
萩
図
書
館
に
寄
贈
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
同
年
十
一
月
二
十
四
日
に
寄
贈
せ
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
。
一
四
－
三
三
は
未
整

理
の
ま
Ｘ
で
あ
る
の
で
、
後
に
寄
贈
せ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
杉
家
の
旧
蔵
書
に
は
無
印
の
も
の
も
あ
る
が
、
多
く
は
「
松
下
杉
圖
書
章
」
・
「
松
下
村
塾
」
・
「
杉
氏
釣
蔵
」
・
「
松
本
杉
氏
」
（
以
上
朱
字
印
）
が
一
個
又
は
二
個
捺
し

て
あ
る
。
未
整
理
本
に
は
「
吉
田
氏
家
書
之
印
信
」
（
朱
字
印
）
や
「
吉
田
氏
蔵
書
」
（
朱
字
印
、
白
字
印
の
二
種
）
が
捺
し
て
あ
る
。

　
二
六
「
春
嶽
遺
稿
」
は
民
治
が
三
十
五
年
三
月
四
日
杉
孫
七
郎
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
二
九
「
春
秋
左
氏
伝
校
本
」
は
民
治
の
長
男
で
松
陰
の
後
嗣
と
な
っ
た
吉
田
小

太
郎
（
明
冶
九
年
萩
の
乱
に
参
加
し
て
十
九
歳
で
戦
死
し
た
）
の
所
持
し
て
い
た
本
で
あ
る
。

　
七
「
点
註
唐
宋
八
家
文
読
本
」
（
全
十
六
冊
の
中
六
巻
欠
本
）
は
、
松
陰
の
門
人
品
川
洲
二
郎
か
ら
贈
ら
れ
た
本
で
あ
る
。

－

の
時
一
緒
に
寄
贈
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
一
三
－
三
三
は
熊
谷
家
の
本
家
で
あ
る
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授
（
教
育
学
）
文
学
士
熊
谷
五
郎
の
旧
蔵
本
で
あ
っ
た
も
の
で
、
「
熊
谷
蔵
書
」
・
「
尚
古
斎
所
蔵
」
・
「
静

勝
館
蔵
」
・
「
矢
野
蔵
書
」
（
以
上
朱
字
印
）
等
の
捺
し
て
あ
る
も
の
か
あ
る
。
五
郎
は
大
正
七
年
十
月
十
七
日
に
五
十
歳
で
逝
去
し
た
。
「
大
教
育
学
」
や
「
教
育
学
」
等
の
著

書
が
あ
り
、
蔵
書
は
ほ
と
ん
ど
東
京
大
学
に
寄
贈
せ
ら
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
（
熊
谷
敦
義
氏
談
）

三
杉
　
家
寄
贈
書
籍
（
杉
　
民
治
氏
）

四
玉
木
家
寄
贈
書
籍
（
玉
木
文
之
進
氏
）

　
玉
木
文
之
進
は
萩
藩
士
杉
七
兵
衛
常
徳
の
三
男
で
、
大
組
士
玉
木
家
の
養
子
と
な
り
、
天
保
十
三
年
松
下
村
塾
を
は
じ
め
、
甥
の
吉
田
松
陰
を
薫
陶
し
た
。
明
治
九
年
十
一
月

六
日
萩
の
乱
の
責
任
を
感
じ
て
切
腹
し
た
。
行
年
六
十
七
。
養
子
正
誼
は
乃
木
希
典
の
弟
で
、
同
年
十
一
月
一
日
萩
の
乱
に
参
加
し
て
戦
死
し
た
。
行
年
二
十
三
。
正
誼
の
遺
児

正
之
は
成
長
し
て
陸
軍
中
佐
と
な
り
、
昭
和
二
十
九
年
二
月
十
一
日
に
七
十
八
歳
で
逝
去
し
た
。
正
之
は
通
称
を
文
之
進
と
言
っ
た
の
で
、
こ
の
寄
贈
者
の
文
之
進
は
正
之
で
あ

３６－



　
久
保
幾
次
郎
は
萩
藩
士
久
保
五
郎
左
衛
門
久
成
の
二
男
で
、
兄
久
保
清
太
郎
（
断
三
）
久
清
の
養
子
と
な
っ
た
。
久
成
は
早
く
隠
退
し
て
家
督
を
久
清
に
ゆ
ず
り
、
松
本
新
道

の
家
で
附
近
の
子
弟
を
教
え
た
。
玉
木
文
之
進
の
は
じ
め
た
松
下
村
塾
の
名
を
受
け
つ
ぎ
、
の
ち
に
吉
田
松
陰
に
ゆ
ず
っ
た
。
松
陰
の
養
母
吉
田
ク
マ
は
久
成
の
義
妹
で
あ
る
。

久
清
は
松
陰
に
兄
事
し
て
国
事
に
活
躍
し
、
廃
藩
後
は
山
口
県
襟
代
参
事
・
名
東
県
罹
令
・
度
会
県
県
令
等
を
つ
と
め
、
明
治
十
｝
年
十
月
二
日
東
京
で
逝
去
し
た
。
行
年
四
十

七
。
　
目
録
の
書
籍
は
杉
・
玉
木
両
家
と
同
じ
く
明
治
三
十
五
年
三
月
十
八
日
萩
図
書
館
に
寄
贈
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
杉
家
か
玉
木
家
に
あ
ず
け
て
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
無
印
の
本
も
あ
る
が
、
大
部
分
に
は
「
久
保
久
清
文
櫃
之
章
」
・
「
中
島
蔵
書
」
・
「
尾
関
」
（
以
上
朱
字
印
）
や
「
重
陽
園
」
（
白
字
印
）
な
ど
か
捺
し
て
あ
る
。

　
二
Ｉ
「
告
志
篇
、
佐
嘉
国
政
記
」
と
二
二
「
故
事
談
」
の
二
部
は
久
保
久
成
の
手
写
本
で
あ
る
。
二
三
「
古
今
倭
歌
集
」
も
久
成
の
手
写
本
で
あ
る
が
、
こ
の
本
は
河
野
道
氏

の
寄
贈
本
で
あ
り
、
便
宜
上
こ
こ
に
一
緒
に
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
久
成
の
遺
墨
は
稀
で
あ
り
、
殊
に
久
保
家
所
蔵
の
資
料
が
戦
災
の
た
め
な
く
な
っ
た
今
日
、
萩
市
立
図
書
館
に
保
存
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
欣
幸
に
堪
え
な
い
。

　
幾
次
郎
は
農
商
務
省
鉱
山
局
に
勤
め
た
が
、
早
く
退
官
し
て
牛
込
区
天
神
町
に
住
み
、
大
正
九
年
八
月
に
逝
去
し
た
。

五
久
保
家
寄
贈
書
籍
（
久
保
幾
次
郎
氏
）

る
。
　
し
か
し
目
録
の
書
籍
は
杉
家
の
と
同
じ
三
十
五
年
三
月
十
八
日
に
萩
図
書
館
に
寄
贈
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
杉
民
泊
に
よ
り
一
緒
に
納
入
せ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
無
印

の
本
も
あ
る
が
、
「
玉
木
蔵
書
」
・
「
神
亀
文
庫
」
・
「
龍
峰
之
印
」
（
以
上
朱
字
印
）
等
の
捺
し
て
あ
る
も
の
が
あ
る
。

　
一
「
迪
彝
篇
」
の
後
見
返
し
に
は
「
松
下
村
塾
図
書
」
と
書
き
入
れ
が
し
て
あ
る
。

３７－

　
吉
田
松
陰
の
愛
弟
子
で
あ
り
、
松
陰
の
死
後
松
下
村
塾
の
指
導
者
と
な
っ
た
馬
島
甫
仙
は
、
萩
藩
医
馬
島
宗
仙
光
政
（
眼
科
、
明
治
八
年
八
月
二
十
六
日
歿
、
行
年
五
十
六
）

の
嫡
子
で
、
名
は
光
明
の
ち
光
昭
、
通
称
は
甫
仙
の
ち
誠
一
郎
、
号
を
樫
山
ま
た
は
樗
榛
と
い
っ
た
。
し
か
し
家
を
つ
が
ぬ
う
ち
に
父
に
先
立
ち
明
治
四
年
十
二
月
二
日
に
二
十

六
馬
島
家
寄
贈
書
籍
（
馬
島
春
三
氏
）

－



八
歳
で
急
逝
し
た
の
で
、
宗
仙
の
あ
と
は
妹
ッ
ル
の
婿
忠
四
郎
が
家
を
つ
い
だ
。
忠
四
郎
は
大
正
八
年
二
月
一
日
六
十
六
歳
で
逝
去
し
、
長
男
敏
章
が
家
を
つ
い
だ
が
、
大
正
十

四
年
十
月
十
二
に
四
十
一
歳
で
死
去
、
子
か
な
か
っ
た
の
で
忠
四
郎
の
三
男
春
三
が
家
を
つ
い
だ
。

　
春
三
は
大
正
十
五
年
十
一
月
台
湾
に
渡
り
、
昭
和
二
十
一
年
四
月
帰
国
し
て
丸
亀
市
に
住
み
、
四
十
五
年
九
月
二
十
三
日
に
六
十
四
歳
で
逝
去
し
た
。

　
馬
島
家
は
も
と
松
本
船
津
に
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
土
原
山
中
町
に
転
居
し
た
。

　
目
録
の
書
籍
は
大
正
十
五
年
二
月
四
日
萩
図
書
館
に
寄
贈
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
十
四
部
に
は
捺
印
は
な
く
、
四
十
八
部
に
は
次
の
印
章
が
Ｉ
～
三
個
捺
し
て
あ
る
。

　
　
馬
島
氏
蔵
書
印
（
朱
字
印
）
　
　
十
八
部

　
　
馬
島
光
昭
（
白
字
印
）
　
　
　
　
　
三
部

　
　
樫
山
橿
史
（
朱
字
印
）
　
　
　
　
　
三
部

　
　
大
森
蔵
書
（
朱
字
印
）
　
　
　
　
十
七
部

　
　
長
門
大
森
図
書
（
朱
字
印
）
　
　
十
二
部

　
　
黒
瀬
之
章
（
朱
字
印
）
　
　
　
　
　
一
部

　
　
口
磨
園
蔵
書
（
黒
印
）
　
　
　
　
　
一
部

　
　
「
馬
島
光
昭
」
と
「
樫
山
悛
史
」
の
両
印
の
捺
し
て
あ
る
の
は
二
八
「
晩
唐
詩
選
」
こ
二
九
「
謝
選
拾
遺
」
・
四
一
「
歴
代
名
家
文
紗
」
の
三
部
で
あ
る
。
そ
し
て
「
謝
選
拾

遺
」
に
は
自
筆
で
『
謝
選
拾
遺
全
部
江
月
商
久
坂
老
兄
監
別
贈
予
宜
珍
重
也
壬
戌
三
月
馬
島
光
明
誌
』
と
後
書
が
書
い
て
あ
る
。
即
ち
こ
の
本
は
、
文
久
二
年
三
月
に
甫
仙
が

松
下
村
塾
の
先
輩
久
坂
玄
端
よ
り
送
別
に
貰
っ
た
記
念
品
で
あ
る
。

　
　
一
七
「
言
志
晩
録
」
に
は
包
装
紙
に
「
樫
山
狂
夫
所
蔵
」
と
書
い
て
あ
り
、
そ
の
外
「
松
下
馬
島
生
所
蔵
」
・
「
松
下
馬
島
蔵
書
」
・
「
松
下
馬
島
図
書
」
・
「
長
門

馬
島
光
明
」
等
の
書
入
本
が
あ
る
。

　
大
森
蔵
書
に
は
「
山
中
丁
大
森
」
・
「
大
森
勝
央
蔵
」
・
「
大
森
亀
三
郎
蔵
」
・
「
松
下
大
森
生
所
持
」
等
の
書
入
れ
が
あ
る
。
「
口
磨
園
蔵
書
」
に
は
江
木
直
方
と
書
い
て

あ
る
。

　
六
「
甫
仙
叢
書
」
は
安
藤
紀
一
が
甫
仙
の
原
稿
を
整
理
し
、
序
文
を
記
し
、
昭
和
三
年
十
二
月
二
十
三
日
萩
図
書
館
に
寄
贈
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
便
宜
上
こ
こ
に
入
れ
た
。

３８－



－

　
赤
川
煕
刑
は
萩
藩
医
赤
川
玄
悦
恒
俊
（
食
録
四
十
七
石
五
斗
ヽ
明
治
二
十
三
年
九
月
二
十
日
汽
行
年
八
十
三
）
の
子
で
ヽ
名
を
忠
Ｗ
４
９
称
を
尉
ヨ
ヽ
号
を
石
翁
ヽ
友
月
・

恥
庵
と
い
っ
た
。
は
じ
め
医
学
を
学
ん
だ
が
、
幕
末
に
際
し
て
志
士
と
し
て
活
躍
し
、
膚
徴
隊
総
督
に
な
っ
た
。
維
新
後
福
岡
県
大
書
記
官
・
青
森
県
大
書
記
官
・
秋
田
県
令
等

を
歴
任
し
、
退
官
後
は
官
幣
大
社
広
田
神
社
宮
司
と
な
る
、
大
正
十
年
一
月
二
十
日
神
戸
市
で
逝
去
し
た
。
行
年
七
十
九
。

　
目
録
の
書
籍
は
明
治
四
十
年
八
月
十
五
日
に
萩
図
書
館
に
寄
贈
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
恐
ら
く
帰
萩
し
て
江
向
に
あ
っ
た
家
を
整
理
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
無
印
の
も
の
も

あ
る
が
、
「
赤
川
亭
蔵
」
・
「
赤
川
蔵
書
」
・
「
字
玄
傑
」
・
「
旭
亭
」
・
「
無
芳
園
」
・
「
薔
薇
園
主
人
」
・
「
二
十
六
区
医
学
社
印
」
（
以
上
朱
字
印
）
が
一
個
ま
た
は
二
個

捺
し
て
あ
る
。

　
二
十
六
区
医
学
社
は
、
明
治
八
年
九
月
十
五
日
萩
付
近
の
第
二
十
六
区
の
医
師
が
加
入
し
て
設
立
し
た
団
体
で
、
現
在
の
萩
市
医
師
会
の
前
身
で
あ
る
が
、
赤
川
玄
悦
が
創
立

以
後
数
年
間
社
長
を
つ
と
め
た
の
で
、
同
社
の
解
散
後
そ
の
蔵
書
の
一
部
が
赤
川
家
に
残
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
蔵
書
印
の
捺
し
て
あ
る
の
は
、
二
二
「
生
理
娶
蒙
」
と
三
一

「
眼
科
約
説
」
の
二
部
だ
け
で
あ
る
。

　
二
Ｉ
「
蔵
志
」
（
二
巻
）
は
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
に
京
都
の
医
官
山
脇
尚
徳
（
号
東
洋
）
が
行
っ
た
我
国
最
初
の
人
体
解
剖
の
報
告
書
で
、
日
本
医
学
史
上
の
貴
重
な
本

で
あ
り
、
東
洋
の
愛
弟
子
で
あ
っ
た
萩
藩
医
栗
山
孝
庵
献
臣
は
、
刊
行
に
先
立
っ
て
一
部
を
贈
ら
れ
、
そ
れ
に
感
激
し
て
萩
で
第
二
回
目
の
解
剖
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

七
赤
川
家
寄
贈
書
籍
（
赤
川
懇
介
氏
）

　
目
録
の
書
籍
は
明
治
四
十
一
年
九
月
二
十
七
日
萩
図
書
館
に
寄
贈
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
一
七
「
小
幡
家
蔵
書
目
録
」
以
外
は
、
「
小
幡
」
・
「
小
幡
氏
」
・
「
小
幡
藤
遠
継
」
・

「
藤
原
姓
黛
定
継
」
・
「
武
蔵
国
見
玉
窯
小
幡
」
・
「
藤
姓
小
幡
蔵
書
」
’
「
藤
原
政
宣
」
（
以
上
朱
字
印
）
が
一
個
ま
た
は
二
個
捺
し
て
あ
る
。

　
旧
萩
藩
士
小
幡
高
政
は
大
組
士
で
食
録
四
百
六
十
石
、
通
称
彦
七
、
の
ち
図
書
と
改
め
、
井
山
と
号
し
、
詩
書
・
画
を
能
く
し
、
茶
道
を
嗜
ん
だ
。
幕
末
藩
の
要
職
を
歴
任
し
、

維
新
後
小
倉
県
襟
令
を
つ
と
め
、
退
官
後
萩
に
帰
り
夏
檀
の
栽
培
を
奨
励
し
、
百
十
銀
行
頭
取
と
な
り
、
明
治
三
十
九
年
七
月
二
十
七
日
に
九
十
歳
で
逝
去
し
た
。

　
一
五
「
砲
兵
要
務
教
程
」
は
明
治
四
十
年
四
月
十
八
日
に
高
政
の
女
婿
小
沢
清
晴
の
寄
贈
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
「
藤
姓
小
幡
蔵
書
」
の
印
が
捺
し
て
あ
る
の
で
一
緒
に
記
載

八
小
幡
家
寄
贈
書
籍

－３９



　
繁
洋
寅
之
助
は
萩
藩
儒
繁
滞
光
太
郎
の
弟
忠
蔵
（
儒
者
）
の
子
で
あ
る
が
、
光
太
郎
の
あ
と
を
つ
ぎ
、
萩
警
察
署
・
萩
町
会
議
員
・
阿
武
郡
会
議
員
等
を
つ
と
め
、
堀
内
に
住

み
、
昭
和
五
年
七
月
十
四
日
に
逝
去
し
た
。

　
無
印
の
本
も
あ
る
が
、
大
部
分
に
は
「
繁
滞
蔵
書
」
（
朱
字
）
印
が
捺
し
て
あ
り
、
五
「
金
壷
字
考
」
に
は
「
上
領
家
蔵
」
（
朱
字
）
の
印
も
捺
し
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
同
家
の

先
祖
で
あ
る
繁
滓
豊
城
（
明
倫
館
六
代
学
頭
）
が
長
府
藩
医
上
領
伯
仙
の
子
で
あ
る
か
ら
、
豊
城
の
持
参
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
一
「
鄙
言
」
の
巻
末
に
は
「
山
県
半
七
筆
記
」
と
書
き
入
れ
が
あ
る
の
で
、
明
倫
館
十
代
学
頭
山
県
太
華
の
写
本
と
思
わ
れ
る
。

一
〇
妻
木
家
寄
贈
書
籍
（
妻
木
栗
造
氏
）

し
た
。

九
繁
深
家
寄
贈
書
籍
（
繁
洋
寅
之
助
氏
）

一
一
　
明
倫
館
旧
蔵
書
籍
（
和
漢
書
の
部
）

　
目
録
の
う
ち
「
明
倫
館
印
」
（
朱
字
）
の
捺
し
て
あ
る
本
は
、
一
、
三
、
四
、
五
、
六
、
七
、
八
、
一
〇
、
一
二
一
二
、
一
三
、
一
四
、
「
周
防
国
明
倫
館
図
書
印
」
（
朱
字
）

の
捺
し
て
あ
る
の
は
一
五
、
一
六
、
「
長
門
文
庫
図
書
」
（
朱
字
）
の
捺
し
て
あ
る
の
は
二
、
九
、
「
長
藩
書
庫
」
（
朱
字
）
の
捺
し
て
あ
る
の
は
一
七
で
あ
り
、
一
に
は
「
山
口
県

萩
中
学
校
」
（
朱
字
）
。
三
に
は
「
巴
城
学
蔵
書
印
」
（
朱
字
）
、
九
に
は
「
勝
木
蔵
書
」
（
朱
字
）
、
一
二
に
は
「
梓
事
局
印
」
（
朱
字
）
、
一
四
に
は
「
博
習
堂
印
」
（
朱
字
）
も
捺

し
て
あ
る
。

－４０－

　
妻
木
家
は
萩
藩
の
大
組
士
で
食
禄
百
六
十
石
、
蕉
次
郎
忠
順
（
文
久
三
年
七
月
十
四
日
歿
、
行
年
三
十
九
）
と
そ
の
子
寿
之
進
忠
篤
は
共
に
吉
田
松
陰
の
門
人
で
あ
っ
た
。
寿

之
進
は
明
倫
館
都
講
を
つ
と
め
、
維
新
後
名
を
損
介
と
改
め
、
岡
山
県
書
記
官
と
な
り
、
明
治
二
十
三
年
九
月
二
十
六
日
に
四
十
五
歳
で
逝
去
し
た
。

　
栗
造
は
損
介
の
長
男
で
、
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
し
、
三
菱
炭
鋼
の
長
崎
鋼
業
所
々
長
を
つ
と
め
、
昭
和
二
十
八
年
一
月
十
五
日
に
八
十
三
歳
で
逝
去
し
た
。



　
萩
市
立
図
書
館
は
昭
和
四
十
九
年
九
月
二
十
六
日
に
開
館
せ
ら
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
源
は
明
治
三
十
四
年
一
月
三
十
日
に
、
山
口
県
立
萩
中
学
校
の
構
内
に
創
立
せ
ら
れ

た
阿
武
郡
立
図
書
館
で
あ
る
。

　
こ
の
図
書
館
は
山
口
県
最
初
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
全
国
最
初
の
郡
立
図
書
館
で
も
あ
っ
た
が
、
大
正
十
二
年
四
月
一
日
郡
治
の
廃
止
に
よ
っ
て
県
立
と
な
っ
た
。

　
終
戦
後
萩
市
の
戦
後
対
策
審
議
会
の
答
申
に
基
づ
き
、
市
内
の
図
書
館
を
中
央
に
移
韓
合
併
す
る
こ
と
に
な
り
、
江
向
の
萩
市
公
民
館
の
東
隣
に
新
築
開
館
し
、
明
倫
図
書
館

其
他
の
市
立
図
書
館
を
合
併
、
更
に
萩
市
役
所
の
改
築
に
伴
い
、
現
在
地
に
新
築
移
転
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
県
よ
り
市
へ
移
管
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
変
遷
を
へ
た
関
係
で
、
蔵
書
は
多
様
で
あ
り
、
殊
に
創
立
当
初
よ
り
名
家
・
旧
家
等
か
ら
の
寄
贈
本
が
多
く
、
そ
の
中
に
は
先
賢
の
手
沢
本
や
、
稀
観
本
や
貴
重

本
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
私
は
昭
和
三
十
三
年
五
月
十
一
日
に
、
県
立
萩
高
等
学
校
で
田
中
誠
教
諭
の
御
協
力
を
得
て
、
永
年
探
し
も
と
め
て
い
た
熊
谷
（
ク
マ
ヤ
）
家
旧
蔵
の
和
蘭
書
シ
ョ
メ
ー
ル
の

家
事
百
科
辞
書
の
初
版
一
冊
（
上
巻
だ
け
）
と
、
再
版
十
六
冊
（
全
巻
揃
）
と
を
確
認
し
た
時
、
こ
れ
が
郡
立
萩
図
書
館
開
館
に
際
し
て
熊
谷
萬
吉
氏
か
ら
寄
贈
せ
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

　
そ
し
て
萬
吉
氏
の
子
息
の
敦
義
氏
か
ら
『
萩
図
書
館
が
で
き
た
時
、
父
は
相
当
多
く
の
本
を
寄
贈
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
ど
ん
な
本
か
知
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
機
会
が

あ
っ
た
ら
し
ら
べ
て
見
て
下
さ
い
』
と
い
わ
れ
た
。
し
か
し
萩
図
書
館
に
は
寄
贈
者
別
の
目
録
や
控
帳
等
は
作
っ
て
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
に
氏
名
や
年
月
日
等
が
記
載
し
て
あ

る
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
容
易
に
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

　
そ
の
後
四
十
八
年
八
月
二
十
五
日
、
六
両
日
私
か
大
会
会
長
と
し
て
、
日
本
英
学
史
学
会
第
＋
回
研
究
大
会
を
萩
市
で
開
催
し
た
あ
と
、
萩
図
書
館
で
見
た
桂
川
甫
周
著
の

「
和
蘭
字
彙
」
が
益
田
精
祥
男
爵
の
寄
贈
本
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
実
は
去
る
三
十
八
、
九
年
に
須
佐
の
益
田
家
所
蔵
の
古
書
や
古
文
書
の
調
査
を
し
た
時
、
予
想
に
反
し
て

蔵
書
が
少
な
い
こ
と
を
不
思
議
に
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
同
家
の
旧
蔵
本
も
萩
図
書
館
に
入
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
長
嶺
司
書
に
聞
い
て
見
た
と
こ
ろ
、
『
大

分
あ
り
ま
す
』
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
四
十
九
年
萩
市
立
図
書
館
の
発
足
に
際
し
て
、
私
も
図
書
館
協
議
会
委
員
を
委
嘱
せ
ら
れ
た
の
で
、
こ
の
際
蔵
書
を
一
通
り
見
て
置
き
た
い
と
思
い
、
黒
川
館
長
の
賛
成
を
得

て
実
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

調
査
を
終
え
て

－ ４１－



編
者
　
田
　
中
助
　
一

　
例
年
夏
休
中
は
診
療
時
間
を
午
後
三
時
ま
で
と
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
後
五
時
の
閉
館
ま
で
の
時
間
と
、
日
曜
日
の
午
前
に
行
っ
た
。
そ
し
て
先
づ
和
漢
書
の
寄
贈
者
及
び
旧

蔵
者
を
一
通
り
調
査
し
た
の
で
、
そ
の
第
一
回
を
整
理
し
て
目
録
を
作
り
、
プ
リ
ン
ト
し
て
御
覧
い
た
だ
く
次
第
で
あ
る
。

　
こ
の
研
究
は
今
後
も
継
続
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
御
気
付
き
の
点
が
あ
っ
た
ら
御
教
示
い
た
だ
き
た
い
。

　
終
り
に
種
々
御
協
力
い
た
だ
い
た
黒
川
純
行
館
長
を
は
じ
め
、
中
村
杏
子
・
長
嶺
陽
子
・
米
原
祥
三
諸
氏
に
深
謝
致
し
ま
す
。

－４２－

昭
和
五
十
年
十
一
月
二
十
三
日
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